公益社団法人 山形青年会議所
２０１４年度 第３回役員候補者会議 議事録
◆ 日  時 ：２０１３年 １０月２日（水）
１９：００～２１：３０
◆ 場　所 ：山形青年会議所　ルーム　　
　
1． 開  会                                                    　 遠藤専務理事候補者
2． ＪＣＩ　Ｃｒｅｅｄ唱和                                     　安孫子委員長候補者
3． ＪＣＩ　Ｍｉｓｓｉｏｎ並びにＶｉｓｉｏｎ唱和               　河又委員長候補者
4． ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和                                 髙野委員長候補者
5． 東北JC宣言文唱和　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 黒沼委員長候補者
6． 出席者の確認（敬称略）                                    　 岩田事務局長候補者
理事長候補者                齊　藤　秀　昭
直前理事長候補者            井　上　周　士
実行委員長候補者            齋　藤　秀　和
副理事長候補者              安　藤　太一郎
副理事長候補者              佐　藤　貴　博
副理事長候補者              鈴　木　辰太郎
副理事長候補者              横　山　隆　太
専務理事候補者              遠　藤　智　大
監事候補者                  中　村　正　利
監事候補者                  三　沢　慶　洋（遅参)
特別委員長候補者            鈴　木　　　力
特別委員長候補者            與　田　貴　博
常任理事候補者              長　瀬　洋　一
常任理事候補者              武　田　靖　裕
常任理事候補者              會　田　智　弘（遅参)
常任理事候補者              長谷川　吉之介（遅参)
常任理事候補者              荒　井　要　雄
常任理事候補者              舟　山　力　也
本部長候補者                髙　野　秀　哉
本部長候補者                井　上　智　博（公欠）
委員長候補者                近　藤　英　雄（公欠）
委員長候補者                安孫子　直　樹
委員長候補者                河　又　勇　人
委員長候補者                黒　澤　利　通（遅参）
委員長候補者                吉　田　栄　寛
委員長候補者                黒　沼　望
事務局長候補者              岩　田　雄　治
＜オブザーバー＞
会務セクレタリー候補者      井　上　大　樹
会務セクレタリー候補者      奥　山　竜　士
７．会議成立の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　 岩田事務局長候補者
公益社団法人山形青年会議所定款第５条・第３２条に基づき理事会構成員の２分の１以上の出席のため、本会は成立。
８．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名           　齊藤理事長候補者
議事録署名人は齊藤理事長候補者・中村監事候補者の２名
議事録作成人は会務セクレタリー
９．前回議事録の承認



　　　齊藤理事長候補者
第２回役員候補者会議の議事録をリンクしているので確認する。修正等あれば本会終了後までに事務局まで知らせる。本会を終了後自動承認とする。
１０．理事長候補者挨拶　


　　　齊藤理事長候補者
皆様今晩は。連日の本年度の活動、そして次年度の活動に対しましてご協力頂きましてありがとうございます。これからの時期、ＣＯＣの会議そして２０１３年度としての会議そしてＬＯＭの運営と、そこに２０１４年度が入ってくる訳でありまして全員が全員タイトな訳であります。担当ラインとしてしっかりとつないで頂いて副理事長そして常任理事、委員長ということでしっかりとＬＯＭを牽引して頂ければと思います。委員長が混ざり、さらに２０１４年度ＡＳＰＡＣ開催に向けて、そして５９年目の歴史をしっかりと積むべくみなさんと進んで参りたいと思います。一人より二人、二人より三人、三人よりと多くのメンバーを巻き込み多くのメンバーで事業を進めることで一人一人が楽になります。一人でＪＣをしてはダメです。しっかりとした運営の中でより良いＬＯＭを作っていきたいというふうにも思いますので、皆さんから様々な意見も頂きながらより良い最良の方向に向かって進んでいきたいというふうにも思いますのでどうぞよろしくお願い致します。これから出向者もたくさん決まってきます。様々な所に様々な形でコミットしていかなければならないというふうになりますので、是非しっかりとＬＯＭの委員会を候補者段階ではありますがしっかりと牽引頂いて２０１４年度へ向けてしっかりと歩んでいきましょう。本日も長時間になるかと思いますが、宜しくお願い致します。ありがとうございました。
１１．直前理事長候補者挨拶 　　　　　　　　　　　　　 井上直前理事長候補者
みなさんこんばんは。まずは第３回役員候補者会議のご開催誠におめでとうございます。今ほど齊藤理事長からも素晴らしい力強い挨拶がございました。非常にいつも本当に腹を決めて挨拶をしているなというふうに私も正副、常任という形で感じております。青年会議所は言わずもがな単年度制でございまして、毎年毎年役職が変わります。またここにいらっしゃる皆様もまた今年も同じ役職の方もいらっしゃいますが、しっかりその役職があって、そしてその所信があって役職があって行動があります。まずは齊藤理事長の所信をしっかり読み込んで頂きまして、ＬＯＭの方針、方向性をしっかりと理解し、そしてその自分の役職をしっかり意識して２０１４年は頑張って頂きたい。これに合わせまして２０１４年度はＣＯＣの役職もありますので非常に困難であると思いますが頂いたチャンスから逃げずにしっかりと一人でも多くのメンバーを巻き込んで下さい。自分だけ抱え込まないで、人のせいにせず、多くの人の力を借りれば必ず齊藤理事長の力強いリーダーシップの下、２０１４年は成功します。是非そういった部分を日々向き合いながらスキルを磨いて共に頑張りましょう。自覚をしっかり持って、また更にＬＯＭが良くなっていくということになるように素晴らしい運営を期待しまして私の挨拶と代えさせて頂きます。本日も宜しくお願い致します。
１２．議題ならびに資料の確認　　　　　　　　　　　　　岩田事務局長候補者
確認事項その他含め２件、討議事項その他含め６件、審議事項その他含め１件、協議事項その他含め５件、報告以来事項その他含め４件
１３．議事の採尺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　齊藤理事長候補者
全員賛成の為、本議題について進める。
(以下、『候補者』表記を割愛)
１４．  確認事項
確－０１ 統一表記について 
事務局
遠藤専務理事【補足】
「修練、奉仕、友情」の順番で統一する。英語と英語の間は半角スペースとする。
確－０２ その他　　
事務局
削除
１５． 　討議事項　　　　　　　　遠藤専務理事
討－０１ 理事長所信ｖｅｒ２１（案）に関する件　　　　　 事務局
遠藤専務理事【補足】
討‐０２　出席率向上に向けた企画・実地（案）について
黒沼委員長【補足】
同報メール等を用いて、出席率向上のためこまめに連絡をする。各委員会と連絡をとりメンバーの出席率向上をお願いする。
髙野本部長【意見】
委員会内に情報を周知し出席率向上にむけ当委員会でも取り組む。
討－０３　諸会議議案の取りまとめ及び発信（案）について
黒沼委員長【補足】
理事メンバーのみならず、委員会メンバーにも期日の徹底をお願いする。
討－０４　庶務活動の実地（案）について
黒沼委員長【補足】
積極的にメンバーからの情報を募り、メーリングリスト等の管理をしていく。
討－０５　公文書フォームについて
遠藤専務理事【補足】
公文書フォームを使用して行うようにする。
討－０６　その他
削除
１６．　審議事項　　　　　　　　齊藤理事長
審－０１　その他
削除
１７．  協議事項　

遠藤専務理事
協－０１ グループ基本方針（案）に関する件 各グループ

 事務局
・国際グループ
長瀬常任理事【読み上げ】
本文のみの協議
・国際関係委員会
荒井常任理事【意見】
７行目高い組織力を持って、８行目までの絆を更に強固なものにしの部分が同じようなニュアンスになっている。
９、１０、１１、１２、１３、１４行目の部分。特に１１行目将来多くの方が訪れる街とする為に、その前の文章がある気がする。文章校正をご一考頂きたい。
佐藤副理事長【意見・質問】
中段にある、上がらっしゃいの精神、おもてなしの心というのはどちらかから引用されたのか？
グループ方針との整合性で市民の部分が関係諸団体と修正されているが、双方確認頂きたい。
長瀬常任理事【回答】
確認しておく。
舟山常任理事【意見】
９行目のそしてから１４行目の「取り組みます」の部分。
文章として繋がりに欠ける気がするのでご一考頂きたい。
與田特別委員長【意見】
２段落３段落目にかけて行政、企業、市民と連携を図りながら、という表現は事務局のほうで統一表記を準備するとのことでしたのでご確認いただきたい。
本文１０行目から１４行目までの１文が長く読みにくい。
１段落目の２行目から５行目の部分と内容が重複していると感じる。
１８行目「市制施工始まって以来の」という表現を再度ご一考頂きたい。
齋藤実行委員長【意見】
発信するという表現、事業計画段階で書いてしまうと本当にＷＥＢか何かで発信する事業をする事になるので、ＬＯＭの委員会としてすべきことを再度精査頂きたい。
會田常任理事【意見】
１行目、３行目から４行目、１５行目、ＡＳＰＡＣ山形大会の統一表記をお願いしたい。
・元気創造グループ
武田常任理事【読み上げ】
前回よりの変更点
２行目、６行目を統一表記にしている。
１３行目、「地域産業の発展の進化」日本語としての文章の変更をしている。
佐藤副理事長【意見】
「地域とともに歩む組織」と加えたことで精度が上がったと感じる。
長谷川常任理事【意見】
８行目「メンバー同士が改めて決起し」という表現、大会前に意識を結集する目的からすると違和感があるので検討頂きたい。
・花火大会特別委員会
髙野本部長【読み上げ】
長谷川常任理事【意見】
１行目から始まる「私たちが住まうこの山形から郷土愛の情勢を図って参りました。」主語が不明瞭で分かりにくい。
２行目「故郷山形へ帰省されて来た人々に故郷の懐かしさを」という部分全く同じ意味の言葉が続いている。
４行目５行目「本年で３５回を迎え」も重複している。
文章校正を精査頂きたい。
横山副理事長【意見】
長谷川常任の意見に同意見で合わせて委員会として取り組む事も考えて頂くと文章に締りが出てくると思う。もう少し人の目を通して頑張って頂きたい。
１６行目「影で支えてくれている一番の理解者である」という部分も意味が重複しているので修正頂きたい。
安孫子委員長【意見】
１０行目「ケガや事故のない大会を楽しめる会場設営」とあるが、交通面安全面を楽しんではいけないのではないか。
安藤副理事長【意見・質問】
２行目「故郷の懐かしさを育み」とあるが懐かしさは育むものではないのではないか。
花火大会の表記の部分も統一頂きたい。
９行目「協賛の募集をおこないます」１０行目「検証をおこない」１７行目の最後のみ「行う」と漢字になっているのでまとめていただきたい。
最後に質問で１４行目「持続可能な山形大花火大会を実現するために地域産業の発展」とあるが、高野本部長が考える地域産業の発展とは何か教えて頂きたい。
髙野本部長【回答】
会場周辺の企業や観光客が来ることで山形の良さを知ってもらい山形に来て頂ける企業もあるのではないかと考えていました。
安藤副理事長【意見】
今後会場の問題も出てくると思いますので次回に向けて頑張って下さい。
舟山常任理事【意見】
５行目と６行目に「最高の花火大会」とあるが、何をもって最高となるのかを記載頂くとイメージしやすい。
１３行目「会場に来たい」ではなく「会場に行きたい」に修正頂きたい。
佐藤副理事長【意見】
３段落目、事業を通してどの様な成果を得るかという部分でありますので、大成功し地域社会にどの様な影響を与えるかという書き方が良いと考える。
１６行目、「時には」とあるが家族からは常に応援頂いているので修正頂きたい。
・会員交流委員会
吉田委員長【読み上げ】
長谷川常任理事【意見】
２行目「顔と顔を向き合う事でから、受け継がれています」という部分主語と述語が不適切。
４行目「多様化された電子ツールを使い」というのは手法である。
１１行目「豊富な経験を持っている日本ＪＣシニアクラブ」持っているという言葉は不適切。
ご精査頂きたい。
横山副理事長【質問】
１４行目「自発的に踏み出す姿勢を伝えるために」という言葉をここにもってきた理由を教えて頂きたい。
吉田委員長【回答】
日本ＪＣじゃがいもクラブを通して、更に山形と日本を活性化させるために、身近にいる先輩諸兄の前ではその姿勢が大切だと考えるからです。
横山副理事長【意見】
適切かどうかは委員長の方で考えて頂きたいと思います。「顔と顔が向き合う事で」「情熱と志を持ち勇猛果敢に挑戦する前向きな行動力を備え」というあたり吉田委員長らしいと感じる部分もあります。言葉の使い方というのは中々答えが無いのですが、背景として自発的に踏み出す姿勢が無い中でここに取り組みとしてくるとか、連動制を持たせて頂きたい。
格式高い式典という部分にしても、どういった式典にするのか抽象的なニュアンスではなく具体化して頂きたい。
佐藤副理事長【意見】
１段目、背景と委員会の方針を記載する部分に手法がはいっていたりするので修正頂きたい。
グループ方針との整合性も、先輩諸兄の学びや絆の部分も反映頂きたい。
中段部分、「決起し気持ちと気分を盛り上げる」という意味が重複している。
ご精査頂きたい。
河又委員長【意見】
吉田委員長らしい言葉もあり、個人的には非常に伝わる文章だと考える。
黒澤委員長【意見】
吉田委員長の思いが出ている素晴らしい文章であると思う。
１５行目、歴史を紡ぎ続けるという表現の方、違和感がある。
・未来創造グループ
會田常任理事
統一表記の部分「ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ 山形大会」で全て統一した。「まずは～」からはじまった部分だが「運動を展開くるために運動を展開します」というような表記になっていた。こちらを改めた。１３行目からの部分どちらが手法なのか結果なのかというところも御指摘があったので修正した。「活力の源と原動力」というところも似たようなニュアンスだということでこちらも改稿した。
黒沼委員長【意見】
４１行目の「ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ 山形大会の開催が地域や人を照らす契機となり～」の「照らす」という表記が、ちょっと抽象的な印象を受けた。
竹田常任理事【意見】
４行目の「功績を咀嚼理解し～」の「咀嚼」という使い方が噛み砕いて分かりやすく理解するという意味だとは思うが、もう少しわかりやすい表現があればと思うので御一考頂きたい。
・未来創造特別委員会
與田委員長【読み上げ】
武田常任理事【意見】
１６行目からの最後「災害支援活動」の目的を入れたほうが良い。
長谷川常任理事【意見】
６行目「本年６月に開催され」という表記は必要ないのでは。もっと盛り込むべき内容はあるはず。
１３行目からの倉敷ＪＣとの関わりの部分で「心あふれる交流会を実施します」とのことだが交流会を実施することだけが姉妹ＪＣとの関わりなのか疑問。今回倉敷ＪＣの担当をしたが、交流会を実施することだけが絆を深めることではないと感じているので再考頂きたい。２０行目「地域ぐるみで」というのはちょっと不適切な表現なのでは。
鈴木副理事長【質問】
３行目「それらの認知度」は本当に高いとは言えないのか。
與田特別委員長【回答】
「それらの」とは観光資源や農産物をはじめとした商業資源ならびに人の気質をまとめた表現であるが、モノによっては認知度が全てにおいてまだ足りないということではないと思うので、持ち帰って再度協議したいと思う。
鈴木副理事長【意見・質問】
１段落の書き方として、地域の背景から問題提起をして自分たちの委員会の必要性を表記しているのは良い流れではあるが「認知度」という表現が適切ではないのでかないか。
５行目「素晴らしさを再確認」という部分、再確認なのか、再認識なのか、言葉を換えると違和感を『感じなくなるのではないか。倉敷ＪＣとの交流の部分「次世代へと引き継ぐ」ことが目的なのか。
與田特別委員長【回答】
倉敷ＪＣとの関係は自分の知識だと、ＬＯＭが発足した頃に姉妹ＪＣを締結した５０数年の付き合いなので、現役世代で交流を深めることはもちろんのこと「未来創造特別委員会」なので次代へ繋げるという意味でもここに表記させてもらった。
鈴木副理事長【意見・質問】
この事業計画だと、今後は「まず引き継いで」ということと、また３段落目「次世代に引き継いでいくことで」という表現が弱い。引き継ぐことで魅力あふれる山形が実現するわけがない。いずれ先の人が誰かがやってくれるということになる。自分たちで魅力あふれる山形を実現するのであって今年度の活動の中で実現するためにどうするのか、ということ。よって３段落目の「次世代に引き継ぐ」はなくしてもう一度考えていただきたい。そして倉敷ＪＣとの関係も、次世代へ引き継ぐ絆もあるが、それが目的となるような表現なので、自分たちの強める絆、その先に何があるのか、ただ引き継ぐだけではないということだけ申し上げたい。そしてもう一つの取り組み１６行目「災害や有事の際には」とあるが「災害発生時」のみの有事になるのか。
與田特別委員長【回答】
事業ヒアリングで事務局と打ち合わせを詰めていく必要はあると思うが現状での認識では継続的な災害支援活動の実施ということではなく、突発的な災害が発生したときの一時的な対応としての任務案としてとらえている。
鈴木副理事長【意見】
ここについては、他のブロック内でどういうことをしているかというと、ボランティアを立ち上げる、マニュアルをつくる、などをしてそこに働きかけるというようなことをしている。またそれらがしっかり機能していくようにする。ＪＣはＪＣでネットワークがあるのでそういった他のところも参考にしていただきたい。今山形ＪＣのボランティアセンターがないので、そういったネットワークを持つとか、そういったイメージで考えてみては。
安藤副理事長
７行目「ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会」統一表記で半角となっていますので修正願います。１３行目「先輩方から引き継いできた姉妹ＪＣである倉敷ＪＣ～」引き継いで、という言葉が続くので言葉を換えたほうが良いのでは。１４行目「さらに街づくりの旗頭として～」旗頭、という言葉はあまり使わないのでは。旗手として、とか他に良い表現を考えたほうが良い。１６行目「災害や有事の際には～」「有事」というと自分の認識では、戦争とかテロとかそういった武力関係の衝突をイメージする。広い意味で大規模な災害とかも有事に入るのかもしれないが、一般的に上記のようなことになると思うので言葉を再考していただきたい。
・会員拡大グループ
長谷川常任理事
会員拡大グループ基本方針（案）について、前回指摘いただいた前段の部分の文章のつながりやネガティブな表現の削除、何のために会員拡大を行うのか、について自分なりに再考し改善するとともにセンテンスが長くなっていた部分を精査。最終的な成果に対しても弱いというご指摘がありましたので再考・修正しております。
髙野本部長【意見】
読みやすくなり私としてはとても良い文章になった。
荒井常任理事【意見】
非常に読みやすくなった。
・会員拡大委員会
河又委員長【読み上げ】
常任理事【意見読み上げ】
横山副理事長【意見】
バージョン１－１というファイル名もある。常任理事の確認が通っているのか甚だ疑問を感じる。議論に値するのか事務局の判断を頂きたい。
長谷川常任理事【回答】
当初提出いただいたものから私のほうで指摘して、また上がってきたのがこちらの文章です。ただ御指摘あったとおり文章のほう提出前に私も一度目を通しているが修正を頂く時間がなかったというのが正直なところです。協議を図るに値するかどうかは事務局の判断を仰ぎたい。
※チェックができていないということで今回は取り下げ。
鈴木副理事長【意見】
「魅力あふれる山形にします」とのことだが、基本がなってない。何のために会員拡大が必要なのか、というとＪＣのためではないと前回言ったはず。どうなったら魅力あふれる山形になるのかといったら、山形市民全員が同じ思いになれば実現するのでは、というのが根底にある。それをしっかり落としこんで次回提出頂きたい。
もう一度「委員会事業計画の書き方」を読んで再考・提出いただきたい。次回の常任理事会まで。
・ＬＯＭ運営グループ
荒井常任理事【補足】
変更点だけ説明します。７行目・１０行目の「進化」の言葉について、類義語を調べたらどうしても「発展・進歩・発達」といった言葉が出てきて、理事長所信の「堅実な」という意味からいくとやはり「進化」が１番しっくりくるのではと思い、このたびは変更せず使わせて頂いている。財政審査チームが同グループにあるというところでの具体的な文言をもっと強く出したらいいのではないか、ということで「公益性を重視した財政審査と」というところを追加した。本年できていないところとしまして、事前に議案を頂戴して、財政審査の中で「こういった使い方をすればもっと公益性があがるのではないか」などアドバイス的なことをする役割もあると思うが、それができていなかったので次年度はきちんと担っていきたいという文言を追加した。
鈴木特別委員長【質問】
１８行目「組織のコンセンサス」→「組織の調和」という言葉に変わったのはどんな意味があるのか。ニュアンスとしてはつたわっているが。
荒井常任理事【回答】
前回まで使っている「コンセンサス」という言葉は分かるようで分かりにくい表現であるのではと思い、理事長所信を読み返したところ、「調和」という言葉を使っていたので、意味合い的には近い表現で且つ、より理事長所信にリンクさせる意味で修正した。
安孫子委員長【意見】
全体的に自分の方針にも当てはめられるようなより良い文章になっている。
　・広報渉外委員会
黒澤委員長【読み上げ】
文字数を合わせると第一段目・第二段目の間が一行多くなった。２２行目「魅力あふれる山形の創造を実現します」の部分をグループ内で統一するとのことだがグループでの話を聞き間違えて言葉がグループであっていない状態になった。
鈴木副理事長【質問】
１段落目「関わる全ての方とのご縁に繋げていかなければなりません」なぜ。
黒澤委員長【回答】
ただ単純に出会った全てのご縁を大切に、という意味合いで表記した。
鈴木副理事長【意見】
これは委員会が設置された目的であり背景であるので、「ただ単純に」という答えは不適切だし、この中にしっかり答えがなければ載せるべきではない。そしてこの中で「思い」「ご縁」という言葉が委員長の中で大切だということは分かるが、理事長所信ではこの部分はかっこなっていない。理事長所信をもう一度確認して頂きたい。かっこしないと伝わらないような内容にしか仕上がっていないと感じる。２段落目、取り組みと目的だけを書くのであって説明はいらない。主観的な感想は不要である。句点の使い方も意味を込めて使ってほしい。３段落目「広報渉外の名が示すように」とあるが、言葉に逃げている。自分たちの委員会の成果がここに書かれるべき。限られた文字数を大事にしてほしい。「委員会メンバーが共通の思い」を大切にすることで「魅力あふれる山形」が実現できるのか。委員会メンバーだけで魅力あふれる山形を実現するのではない。もっとしっかりと考えてほしい。Ａ４の１枚に魂を込めた８００字。句点等でごまかさないでほしい。
武田常任理事【質問】
８～９行目「ＨＰを積極的に活用し発信していきます」これをすることで６行目からの目的が達成する、ということだが、まずＳＮＳとは具体的に何をイメージしているのか。
黒澤委員長【回答】
Ｆａｃｅ　Ｂｏｏｋを考えています。
武田常任理事【意見】
６行目から力強い「思い」というのがあるが、Ｆａｃｅ　Ｂｏｏｋだけで伝わるのかな、という疑問があるのでＴＶ、ラジオ等マスメディアや紙媒体のものあるので御参考にしていただきたい。
安孫子委員長【意見】
２行目「本年母なる共生・協奏の郷　Ｍｏｔｈｅｒ Ｌａｎｄ山形の実現に向けて」とあるが、Ｍｏｔｈｅｒ Ｌａｎｄ山形は本年だけでなく何年も前からやっていることなので「本年」をとってしまえばいい。
與田特別委員長【意見】
各種大会等々への参加促進に関して来年は重要な位置づけでもあるのでより力強い登録促進や取りまとめ実数登録人員を実現するためには印象が薄い。会員拡大委員会のようにテーマのようなものを盛り込んでいただければより良くなるのでは。情報交流ということで、先ほど武田常任理事からもあったとおりＨＰやＳＮＳ他あるが一方的になりがちなので相互的通信、情報を受けた側のリアクションというのが得てとれるものを考えて頂けたら。
安藤副理事長【意見】
８００字という限られた文字数の中でもったいない使い方がある。特に３段目は短く再考できる。「共に集い共に語り共に発信していく」共に、がいっぱいあるのでうまく調整する。７行目「山形青年会議所をより地域に影響力のある組織に進化させる」いい意味で書いたのだとは思うが「地域に影響力のある」というと威圧的に感じるのでもっといい表現に直したほうがより良くなるのでは。
荒井常任理事【意見】
「Ｍｏｔｈｅｒ Ｌａｎｄ 山形」の表記の半角スペースが何個か一文に入ってくるとずれる。こちらで余白を調整すべきか最後印刷会社様で調整していただけるのかは御指示どおりに動く。
　・総務委員会
黒沼委員長【読み上げ】
常任理事【意見読み上げ】
長谷川常任理事【意見】
きっちり精査された文章で良くできている。一点だけ気になったのが２行目「強固な組織運営にしていかなければなりません」５行目「組織力の向上を図り」６行目また前段の部分において「組織運営を行うために」１４行目「盤弱な組織を形成するために」１５、６行目「組織力を向上させる」１８行目「強固な組織運営を行えるように」と同じような表現が重なる。思いはよく伝わるがちょっとくどいかんじがするのでもう一度事業の目的を考える。１０行目「またメンバー間の情報共有がなされることにより」の文章「～ために」の前は違和感がある。「～ために」の後についたほうがいい文章になるのでは。
鈴木副理事長【意見】
１段落目。背景を書くところだが背景としての文になっていない。１１行目は手法であって取り組みではない。取り組みと手法の違いは、取り組みは「事業名」手法は「内容」そこは理解してほしい。
安藤副理事長【意見】
１４行目後半、卒業例会について触れているが、総務委員会としては卒業例会に限らず、全ての例会で１００％出席率を達成するべく取り組んでいただきたい。卒業生に対する思いは伝わるが文章をもう少し再考してほしい。
武田常任理事【意見】
８、９行目に出席率の向上に関する目的が書いてあるが、それが「公益性やＪＣ運動に対して認識を共有するために」となっている。目的は例会によってさまざまで書かれている文章は資質向上に当たるのではないかと思うので再考してほしい。
・６０周年準備委員会　安孫子委員長
事象計画案の「案」が抜けておりましたので修正をお願いします。
また、15行目の「実施」を「支援」に変更します。
冒頭にこのような形になってしまい申し訳ございません。
【所信読み上げ】
荒井常任理事【意見・質問】
非常に読みやすく具体的な文章だと思いました。
質問になりますが、5行目の「先頭に立つ」のは
誰のことになりますでしょうか。
安孫子委員長【回答】
もちろん基本的にLOMの先頭に立つのは理事長なのですが
この文章に中に関しましては、我々委員会メンバー全員で
準備や検証を行いますので、委員会のメンバーを指しています。
荒井常任理事【意見・質問】
「委員会として」という文言をいれたほうがいいのでは。
この文章だと、「山形青年会議所は」と「先頭に立つ」が
繋がってしまいますので、ご一考されて頂ければと思います。
武田常任理事【意見・質問】
非常にいい文章だと思います。
4行目「紡いでいただいた」１３行目「ＡＳＰＡＣ山形大会」など
統一表記がありますので修正頂ければと思います。
9行目の、「山形青年会議所と市民が」とありますが
ここだけ行政や関係諸団体が抜けておりますので、もっと多角的に
手と手をとりあったりしたほうがいいと思います。
長谷川常任理事【意見・質問】
「１９５５年７月１２日に設立してから」とより明確にするために
この文章をいれたと思いますが、５９年もの歴史を表現できる
物なので年月日をまでいれてみるといいと思います。
「先輩諸兄が脈々と」という表現は、そのあとの文章に
繋がっていないように思われます。
３行目と６行目の両方に２０１５年と記載されているので
どちらかだけでいいのかと思います。
また細かい点ではありますが、句読点なども修正したほうがいいと思われます。
舟山常任理事【意見・質問】
1行目の「５９年もの歴史～展開して参りました」、来年５９年目で
これから作っていくものですので「59年もの歴史」という表現は
誤りなのではないでしょうか。
鈴木副理事長【意見・質問】
１４行目「多角的支援」とはなにか。
２０行目「歴史の瞬間を作る喜びを市民と共有」とはどういうことでしょうか。
安孫子委員長【回答】
1つ目の質問についてですが、関係諸団体に毎年決められた部分を
お手伝い頂いておりますが、もし違う側面から支援を頂けるのであれば、
多方面から「支援したい」という思いを集いたいため
「多角的」と表現しました。
2つ目の質問についてですが、山形青年会議所が公益の団体になったということと
ＭＯＴＨＥＲ ＬＡＮＤの提言というのは、山形青年会議所だけでは
できないことなので、説明が不足はしておりますが、山形のためにと
考えると市民と共有して喜びを分かち合いたい気持ちがあり
「市民」という言葉を入れました。
鈴木副理事【意見・質問】
歴史の瞬間とはいつのことを言っているのでしょうか。
安孫子委員長【回答】
６０周年事業を指しているのであれば、ここに記載するのは不適切です。
来年行うことを記載してください。
先ほど多角的と記載しましたが、わからないものを「支援し」では
無責任です。そこを調査・検討するなどの方向に進まなければなりません。
鈴木副理事長【意見・質問】
2行目「明るい豊かな社会を築く。愛するわが町山形に」とありますが
山形とＪＣで言っている「明るい豊かな社会」では大きさが違います。
「明るい豊かな社会」は広い意味で使っています。山形の中に
使っている言葉ではありません。
3行目「2015年7月」は来年で済む話です。
10行目「地域と共に歩みを進める組織となるために」に
違和感を覚えております。時代を切り開くのが我々の役割であり
ただただ地域と共に歩みを進めるのが目標では弱いです。
「地域ビジョンを検討します」は何のために検討するのかがわかりません。
14行目「同士となるため」それとついになり「志を同じくする市民」と
二つの意味をかけて書いていますが、志が同じかは不明ですのでもう一度
検討頂きたいと思います。
最後に４ＬＯＭ合同例会についても、何のためにやるのかもう一度確認し
向き合っていただきたいと思います。
遠藤専務理事
グループ基本方針は、常任の皆様が向き合っていただいて
整理でき始めています、委員会事業計画についてはまだまだな
所が多いので、書き方のところをもう一度読み込んでいただき
整理して頂ければと思います。
14番の確認事項で統一表記について先ほど説明しましたが
「我々」は「われわれ」と記載してください。
東北ＪＣ宣言文でも「われわれ」となっており
ひらがなにした意味もありますので統一してください。
協－０２　新春賀詞交歓会式典の企画・実地（案）に関する件 
吉田委員長
吉田委員長【補足】
事業実施に至る背景の中に「ＡＬＬやまがたＪＣ」を皆様の共通認識にしてもらうことを
大きな形をすることで記載しました。所信にもありましたように「格式高い賀詞交歓会」を
進めていきたいためその言葉も記載しました。歴史に残る一年がスタートされる事を肌で感じて
頂きたいことと、特別なメンバーの一員であることを自覚して頂く形で進めていきたいです。
皆様にもご確認頂きたいのですが、参加員数計画並びに参加推進方法につきましては
先ほどもお話がありました通り、事務局と打ち合わせを行い精査していきます。
対外配布資料の有無につきましても人数の変更をさせて頂きました。
現段階では概算ではありますが、300名前後を見積もっております。
実施組織につきましては、それぞれ担当をもって動きますが
各お名前を打診前ではございますが記載しております。
もちろん審議後お話しさせて頂きますが、変更もありえます。
前回ですが、今季興田委員長をはじめとするメンバーに時間を取っていただき
引き継ぎを行いましたが、前段取りをしっかり進めていきたいと感じたため
記載させていただきました。
是非みなさんに、今回の議案をご確認頂き
精査が必要だとは思いますが、お呼びする来賓・来訪・シニアのリストの精査をメンバーの
わかる範囲で作りましたが、記載ミスや情報ミスがありましたらご指摘願います。
武田常任理事【補足】
例年ですと、式典および祝賀会と議案一本でしたが
背景と目的が違いますので、二つにわけて上程したことをご了承ください。
来賓・来訪・シニアのリストの精査についての協議、そして「格式高い賀詞交歓会」を
考えておりますので、その手法について幅広くご意見をお願い致します。
鈴木副理事長【補足】
式典と祝賀会、それぞれの目的がある取組であり、しっかりと意識を分けて
ご意見を頂きたいと思います。全国大会・事業計画などヒアリング前の
状況ではございますが、ご確認よろしくお願いします。
佐藤副理事長【意見・質問】
お呼びするリストについてですが、姉妹JCが来る年だと思われますし
前回台湾に訪れた際も、ＡＳＰＡＣに参加する旨を聞いております。
その点についてご確認お願いします。
また、「ＡＬＬやまがたＪＣ」ということで、来年度は吉田委員長を柱とした
本年度とはまた違った「ＡＬＬやまがたＪＣ」を見せてもらえればと思います。
最後に、鈴木副理事長が常任理事になっておりますので、訂正をお願いします。
舟山常任理事【意見・質問】
「１２．本年の工夫と期待される効果」について、ほとんど今年度の興田委員長が
実施した内容がそのまま記載されています。今年の反省を踏まえて
来年度どうするのか記載すべきだと思いますので、精査が必要だと思います。
私も受け付け任務を携わり、開始時刻を遅らせてしまったり、当初考えていた
別の方がお越しになり、役職名を間違えてしまうなどありましたので
そういった点も委員会内で話し合っていただければと思います。
黒澤委員長【意見・質問】
メンバー内に大沼みずほさんがいらっしゃいますが
普通であれば「来賓者」だと思われますが、今回は
どのように扱うのでしょうか。
遠藤専務理事【回答】
正副にて話し合いをさせて頂きます。
審議対象資料と、参考資料について
先ほどスタッフセミナーにて整理しましたので
そちらに近いように精査してください。
また、予算についてもリンクを外すなどのルールがありますので
そちらのご確認をお願いします。
佐藤副理事【意見・質問】
リスト等々は今後バージョンアップされるとは思いますが、
受付担当の特にシニアクラブ担当の佐藤浩之・安孫子直樹は
比較的年数の浅いメンバーとなります。失礼の無いよう、年数の長い
高橋章洋に変更するなどの対策をとっていただければと思います。
また、五十嵐さんがお手伝いとのことですが、念には念をいれてご確認をお願いします。
来訪ＪＣ担当ということで、近藤英雄・黒沼望が選出されておりますが、
倉敷ということになれば未来創造が担当ですので、実施組織の確認もお願いします。
遠藤専務理事【補足】
まだまだ細かい点など整理が必要だと思われますが
次回までバージョンアップをお願いします。
協－０３　新春賀詞交歓会懇親会の企画・実地（案）に関する件　　　吉田委員長
吉田委員長【補足】
こちらは祝賀会ということで、しっかりと喜びを分かち合いたいという意味で
熱意・姿勢を百花繚乱の如くいう形で行います。
無いようにしましても、花吹雪など盛り込みさせて頂きましたので
ご検討頂ければと思います。
資料についてもご意見を頂ければと思います。
武田常任理事【補足】
祝賀会についても格式が高くありつつも、華々しく行いたいと思いますのでよろしくお願いします。
先ほど【意見】がありました件につきましても正副で整理の程よろしくお願いします。
鈴木副理事長【補足】
なぜ「お・も・て・な・し」の間に点をいれたかわかりませんが、
ご意見の程よろしくお願いします。
三沢監事【意見・質問】
進行について、祝部が乾杯の後というのはあまり好ましくありません。
来賓頂ける11名の先輩も山形マイクを恐れている方が多数であり
基本的にルールとして、舞子さんが踊っているときは飲食禁止となります。
しかしながら、舞ってても飲食してしまっている方が多数で
収集がつかなくなってしまいます。そのためうまく段取りをして頂き
舞子さんが遅参しないよう打ち合わせを進めて頂ければと思います。
レイアウトは昨年の物だと思いますが、途中にあるテーブルが
邪魔だというご意見が去年多数ありましたので、そちらについても
意見を聞きながらご検討頂ければと思います。
荒井常任理事【意見・質問】
鏡開き配置図(案)のお約束が古い物だと思われますので
他の資料もその点について確認してください。
舟山常任理事【意見・質問】
来年度の新たな取り組みとして、斉藤理事長はあいさつの際
タキシードを着用するといった工夫が評されておりますが
そこにかける委員長の思いを教えて頂けますでしょうか。
吉田委員長【回答】
「格式高い」形について委員会で調べましたところ
一番上に「ドレスコード」という単語がありました。
格式という言葉を調べた際、「伝統や社会的地位を感じされる気品に満ちて
風格のある」という位置づけがありましたので、理事長の形や
山形ＪＣとしてもそこを押し出していきたいと考えております。
中村監事【意見・質問】
まず第一回目の議案に対して、多くの添付資料や案があり
素直に頭が下がります。議案も二つに分けて頂き
読みやすくはなっておりますが、２点だけ別々には考えられないので確認します。
1月の賀詞交歓会の前に総会等々ありますので、タイムスケージュールなど
事務局とすり合わせをお願いします。もう一点はリハーサルをどうするのか
というところがポイントとなります。するのであればマニュアルをまとめてください。
当日配布するなどではなく、リハーサルまでに準備してください。来年は
非常に大きい賀詞交歓会になると思いますので、そこのところをお願いします。
添付資料の細かな間違いは今後直していけばいいと思いますので
歴代の会員交流委員会のメンバーみんなでサポートしていけばいいと思います。
協－０４　２０１４年度山形ＪＣスローガンの募集（案）に関する件　黒沼委員長
黒沼委員長【補足】
２０１４年度もメンバーからスローガンを募集したいと考えております。
添付資料にもあります通り、日本ＪＣ会頭斉藤理事長など最新の写真もアップされておりますので
そちらを参考にしながら、理事長の思いに沿った多くのスローガンが集まりますよう、
お声がけをし取り組んでまいります。
舟山常任理事【補足】
多くのスローガンが集まりますよう、各委員・各ラインでもお声掛けをお願いします。
會田常任理事【意見・質問】
ラインの方でも、必ず一案以上出すよう周知します。
高田本部長【意見・質問】
花火大会でも全員案を出すよう進めさせて頂きます。
長谷川常任理事【意見・質問】
理事長所信あってのスローガンだと思いますので、所信を読み込み必要があると思われますので
いち早く理事長所信をメンバーに配れるよう工夫して頂ければと思います。
遠藤専務理事【補足】
理事長所信を読み込む意味でも、意義あるものですので、しっかりと委員会メンバーに
落とし込みをお願い致します。
三沢監事
案内文についてですが、不右側がフォーマットから飛び出していますので
形をしっかり修正してください。
協－０５　その他
削除
１８．報告・依頼事項



 岩田事務局長候補者
報－０１ 　グループ基本方針・委員会事業計画提出について
※１０月１６日（水）正午
（１０月２３日第４回役員候補者会議にて協議上程）
報－０２ 　今後のスケジュールについて
１０月８日・９日、事業ヒアリングを行います。
私の不手際により先日行われましたスタッフセミナーにて、本部長・委員長に
取り纏めのお願いを配信させていただきました。
役員候補者全メンバーに再提出しておりますので、再取り纏めをお願いします。
次に、ＣＯＣ審議会にて各事業説明会取り纏めということで
１０月１２日東北地区事業説明会全部会の担当になっております。
取り纏め、参加の促進を事務局にて行います。
本会が終わり次第同報メールにてご案内させて頂きます。
７日まで地区に出欠の報告が必要となりますので、６日正午まで
各委員会の幹事・部会長での取り纏めを願いします。
報－０３　 上程スケジュールについて
次回役員候補者会議は２３日となっておる。それまでのスケジュールとなっている。
■　上程票締切り （５日前）　１０月１８日（金）１２：００
■　議案締切り（３日前） １０月２０日 （日）１２：００
■　議案ダウンロード（１日前）１０月２２日 （火）１２：００
報－０４　その他
削除
１９．次回開催 



遠藤専務理事候補者
[ ２０１４年度 第４回役員候補者会議 ]
２０１３年１０月２３日水曜日１８：３０～　場所：山形ビッグウィング　４階　会議室
２０．監事講評　　


中村監事
本日から始まりました各委員会の方針について、非常に荒々しい文章もありましたが
基本的には、委員長の思いや意気込みが非常に伝わってくるものでした。
テクニックの部分は詰めていけばＯＫですので、まずは委員長の思いを常任理事に挙げて頂き
よりより方針にしてください。１回目としては十分なものだったと思います。
常任理事の皆様の方針は次回が審議となり、常任を挟みますので不安な方はそういったところも
十分使っていただき上程願います。審議は１発で通れるように上程してください。そうしないと
次の委員会にかぶってきますので、ラインを正すという意味でも再度お願いします。
委員会の方でも、常任の作った方針をしっかりと落としていただき、理事長の所信、
常任理事の基本方針と委員会方針が全てリンクするようお願いします。
また、今回から賀詞交歓会の議案が上がってまいりました。これから、多くの総務・渉外の
議案が上がってくると思われます。かなり多くの議案を限られた時間で揉んでいきますので
十分な精査を委員会内で行っていただき、候補者会議は「精査」ではなく、よりよいものにできるように
する場ですので、そこを踏まえて作成してきてください。
２１．閉会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遠藤専務理事









